
みよし

HPアドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
　→市議会のページ

三次市議会のホームページもご覧ください。

【三次市議会のページ （携帯サイトではありません） へアクセスします。】

こんなことが決まりました
委員会審査
市政を問う　15人が一般質問に立つ
高校生との意見交換会を開催
議会のうごき

平成29年６月定例会終わる
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15
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（川西 郷の駅　いつわの里　オープニングイベント）
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こんなことが決まり ました 　６月定例会を６月20日（火）から６月30日（金）まで開催し、
議案10件、意見書２件及び決議１件を原案のとおり可決した。

確
保
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
、
介
護
保
険
制
度
や
国
民
健
康

保
険
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
急
増
す
る
社
会
保
障

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
社

会
保
障
予
算
の
確
保
及
び
地
方
財
政
措
置
を
的
確

に
行
う
こ
と
。

３　

地
方
交
付
税
に
お
け
る
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
」
の
導
入
は
、
地
域
に
よ
っ
て
人
口
規
模
・
事

業
規
模
の
差
異
、
各
自
治
体
に
お
け
る
検
討
経
過

や
民
間
産
業
の
展
開
度
合
い
の
違
い
を
無
視
し
て

経
費
を
算
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
廃
止
・
縮
小
を

含
め
た
検
討
を
行
う
こ
と
。

４　

災
害
時
に
お
い
て
も
住
民
の
命
と
財
産
を
守
る

防
災
・
減
災
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で

あ
り
、
自
治
体
庁
舎
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
施
設

の
耐
震
化
や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
対
象
事
業

の
拡
充
と
十
分
な
期
間
の
確
保
を
行
う
こ
と
。
ま

た
、
２
０
１
５
年
度
の
国
勢
調
査
を
踏
ま
え
た
人

口
急
減
・
急
増
自
治
体
の
行
財
政
運
営
に
支
障
が

生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
地
方
交
付
税
算
定
の

あ
り
方
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

５　

地
域
間
の
財
源
偏
在
性
の
是
正
の
た
め
、
偏
在

性
の
小
さ
い
所
得
税
・
消
費
税
を
対
象
に
国
税
か

ら
地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
を
行
う
な
ど
、
抜
本
的

な
解
決
策
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
。
同
時
に
、
各

種
税
制
の
廃
止
、
減
税
を
検
討
す
る
際
に
は
、
自

治
体
財
政
に
与
え
る
影
響
を
十
分
検
証
し
た
う
え

で
、
代
替
財
源
の
確
保
を
は
じ
め
、
財
政
運
営
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
を
図
る
こ

と
。

６　

地
方
財
政
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
「
歳
出
特

別
枠
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

等
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の
財
政
運
営
に
不
可
欠

な
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
行
水
準
を

確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
財
源
措
置
に

つ
い
て
、
臨
時
・
一
時
的
な
財
源
か
ら
恒
久
的
財

源
へ
と
転
換
を
図
る
た
め
、
社
会
保
障
、
環
境
対

策
、
地
域
交
通
対
策
な
ど
、
経
常
的
に
必
要
な
経

す
る
た
め
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
別
表
第
１
中
の「
港
住
宅
」及
び「
伏

越
住
宅
」の
名
称
及
び
位
置
を
削
る
。

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」に
お
い
て
、「
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、

保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
法
律
の
条
項
ず
れ
に
伴
い
、
文
言
の

整
理
を
行
う
。

【
そ
の
他
の
議
案
】

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　
　
　
　

全
員
一
致

　
「
田
幸
健
康
増
進
施
設
」の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
田
幸
地
区
町
内
会
連
合
会
」を
そ
の

候
補
者
と
し
て
選
定
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て　
　
　

全
員
一
致

　

工
事
名　
　

神
杉
保
育
所
新
築
工
事（
建
築
主
体
）

　

請
負
金
額　
　

２
億
９
，
０
５
２
万
円

　

請
負
者　
　

株
式
会
社　

壱
心

【
意
見
書
】

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書全

員
一
致

　

政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１　

社
会
保
障
、
災
害
対
策
、
環
境
対
策
、
地
域
交

通
対
策
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
、
増
大
す
る
地
方

自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に

見
合
う
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
図
る
こ

と
。

２　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
、
地
域
医
療
の

 

６
月
定
例
会

【
一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
】

■
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　

全
員
一
致

　

地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
控
除
対
象
配
偶
者
の
定
義
変
更

に
伴
う
規
定
の
整
備
、
地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例
措

置
の
新
設
及
び
引
用
条
項
の
整
理
を
行
う
。

■
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例全

員
一
致

　

地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例
措

置
の
新
設
及
び
引
用
条
項
の
整
理
を
行
う
。

■
共
同
利
用
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

君
田
縫
製
藤
兼
工
場
、
君
田
縫
製
西
入
君
工
場
及
び

君
田
農
園
の
３
施
設
を
普
通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
別
表
中
の
３
施
設
の
名
称
及
び

位
置
を
削
る
。

■
都
市
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

み
ら
さ
か
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、「
三
次

市
み
ら
さ
か
１
号
公
園
」及
び「
三
次
市
み
ら
さ
か
２
号

公
園
」を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
別
表
第
１
中
に
２
つ
の
公
園
の
名
称

及
び
位
置
を
追
加
す
る
。

■
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

老
朽
化
し
、
空
室
と
な
っ
た
市
営
住
宅
を
用
途
廃
止
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こんなことが決まり ました
平成29年　６月定例会

費
に
振
り
替
え
る
こ
と
。

７　

地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機
能
・
財
政
調
整
機

能
の
強
化
を
図
り
、
市
町
村
合
併
の
算
定
特
例
の

終
了
を
踏
ま
え
た
新
た
な
財
政
需
要
の
把
握
、
小

規
模
自
治
体
に
配
慮
し
た
段
階
補
正
の
強
化
な
ど

の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
同
時
に
、
地
方
交
付
税

原
資
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
に

過
度
に
依
存
し
な
い
も
の
と
し
、
対
象
国
税
４
税

（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
）に
対
す
る

法
定
率
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
。

●
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
拡
充
に
係
る
意
見
書　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１　

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ

と
。

２　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

【
決
　
議
】

●
公
契
約
条
例
の
制
定
に
よ
る
適
正
賃
金
・
労
働
条
件

の
確
保
と
地
域
経
済
の
振
興
を
求
め
る
決
議全

員
一
致

補正額　3,663万８千円追加　　総額　379億 3,663万８千円
主な補正内容　《歳　　　入》・県支出金	 １，７１５万円　　

　　　　　　・市債	 １，１００万円　　
　　　　　　・繰入金（財政調整基金）	 ４６６万３千円
　　　　　　・分担金及び負担金	 ３８２万５千円
《歳　　　出》・小規模農業基盤整備事業（農地耕作条件改善事業）	 ２，８００万円　　
　　　　　　・診療所特別会計繰出金	 ５８０万円　　
　　　　　　・基幹業務システム自庁設置機器借上料	 ２８３万８千円
《繰越明許費》・三次地区拠点整備事業
《地　方　債》・診療所特別会計繰出	

ほか

会　　計　　名 補　　正　　額 総　　　　額

診療所特別会計（第１号） ８１６万円 １億４，７８９万９千円

平成29年度　特別会計予算の補正

平成29年度　一般会計予算の補正（第１号）

区　分 結
果
亀
井
竹
原
大
森
助
木
池
田
岡
田
小
田
福
岡
保
実
宍
戸
吉
岡
新
家
杉
原
齊
木
澤
井
山
村
桑
田
鈴
木
横
光
伊
藤
黒
木
弓
掛
重
信
藤
井

議案第69号
平成29年度三次市一般会計補正
予算（第１号）（案）

可
決
議
長○○○○○○○○○×○×○○○○○○○○○○○

６月定例会 審議結果 （全員一致以外のもの） ○…賛成　×…反対

公
契
約
条
例
と
は
…
…

地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
等
が
締
結
す

る
契
約（
公
契
約
）に
つ
い
て
、
労
働
者
の

賃
金
の
最
低
額
を
入
札
・
契
約
の
条
件
と

し
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
事
業
の

品
質
の
確
保
と
労
働
者
の
労
働
環
境
の
整

備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
例
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【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
69
号
「
平
成
29
年
度
三
次
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
案
）」外
議
案
１

件【
審
査
結
果
】

　

議
案
第
69
号
「
平
成
29
年
度
三
次
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
案
）」に
つ
い
て

は
、
審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決

　

議
案
第
70
号
「
平
成
29
年
度
三
次
市
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
案
）」に

つ
い
て
は
、審
査
の
結
果
、全
員
一
致
を
も
っ

て
原
案
の
と
お
り
可
決

【
各
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

１　

議
案
第
69
号
「
平
成
29
年
度
三
次
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
案
）」に
つ

　
６
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
「
平
成
29
年

度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
案
）」
ほ
か
議
案
１
件
は
、
６
月
28
日
に
予

算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査

し
、
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

予
算
審
議

予
算
審
議

《
予
算
決
算
常
任
委
員
会
》

（
反
対
討
論
）

　

三
次
地
区
拠
点
整
備
事
業
の
繰
越
明
許
費

は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
。
３
月
定
例
会
で
は
、

修
正
案
も
出
さ
れ
る
等
、
市
民
に
も
十
分
理

解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
市
民
の
声
を
聞
く

べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
の
３
か
月
後

に
、
工
事
請
負
契
約
が
で
き
る
繰
越
明
許
費

を
出
さ
れ
て
も
、承
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

７
月
か
ら
始
ま
る
地
域
づ
く
り
懇
談
会
で

市
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
９
月
定
例
会
に
議

案
を
提
出
さ
れ
て
も
間
に
合
う
の
で
は
な
い

か
。
十
分
に
議
論
を
さ
れ
て
か
ら
事
業
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
反
対
す
る
。

（
賛
成
討
論
）

　

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
自
庁
方
式
へ
の
変

更
、
作
木
診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
等

の
補
正
は
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
も
の
で

あ
り
、
事
務
執
行
上
や
む
を
得
な
い
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、三
次
地
区
拠
点
整
備
事
業
は
、

建
設
に
つ
い
て
の
補
正
で
は
な
く
、
事
務
執

行
上
だ
け
の
予
算
で
あ
る
。
三
次
町
の
方
か

ら
も
早
期
に
着
工
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
も

上
が
っ
て
い
る
。
予
算
を
議
決
し
た
議
会
と

し
て
も
、
責
任
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
。

も
し
認
め
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
、
予
算
執
行

が
で
き
な
い
状
況
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
。

事
務
的
な
も
の
を
ち
ゃ
ん
と
行
わ
せ
る
こ
と

も
議
会
の
責
任
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

（
反
対
討
論
）

　

三
次
地
区
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
の
は
、

平
成
26
年
度
で
あ
る
。
妖
怪
博
物
館
が
示
さ

れ
た
の
は
、
昨
年
12
月
で
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
時
に
は
、
示
さ
れ
て

い
な
い
。
再
度
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
賛
成
・
反
対
も
含
め
、
広
く
意
見

を
聞
く
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
総
務
常
任
委
員
会
》

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
66
号
「
三
次
市
営
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
案
）」

　

陳
情
第
２
号
「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
備

え
た
避
難
訓
練
等
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」

【
審
査
結
果
】

議
案　

全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

陳
情　

継
続
審
査

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

１　

市
営
住
宅
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
「
三
次

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
と
の
整

合
を
図
り
、廃
止
・
長
寿
命
化
・
新
築
な
ど
、

適
正
な
整
備
水
準
の
確
保
に
向
け
、
適
切

（
委
員
長
報
告
）

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

２　

公
共
施
設
を
廃
止
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
設
置
経
過
を
踏
ま
え
関
係
す
る
市
民

等
の
意
見
を
十
分
聞
き
な
が
ら
す
す
め
ら
れ

た
い
。

　

ま
た
、
本
委
員
会
で
は
、
６
月
26
日
に
Ｊ

Ｒ
三
江
線
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
自
由
討
議

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

《
教
育
民
生
常
任
委
員
会
》

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
62
号
「
三
次
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
案
）」外
議
案
３
件

　

陳
情
第
１
号「
平
成
29
年
度「
給
与
所
得
等

に
係
る
市
町
村
民
税
・
道
府
県
民
税
特
別
徴

収
税
額
の
決
定
・
変
更
通
知
書
（
特
別
徴
収

義
務
者
用
）」へ
の
個
人
番
号
記
載
の
中
止
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

【
審
査
結
果
】

議
案　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決

陳
情　

全
員
一
致
を
も
っ
て
不
採
択

《
産
業
建
設
常
任
委
員
会
》

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
64
号
「
三
次
市
共
同
利
用
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」外
議
案
２
件

【
審
査
結
果
】

　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

【
各
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

議
案
第
64
号
「
三
次
市
共
同
利
用
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
も
配
慮
し
、

関
係
者
と
の
調
整
を
十
分
に
行
い
、
今
後
の

取
組
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

議
案
第
69
号
に
対
し
、

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
69
号
に
対
し
、

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

　
定
例
会
で
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託

と
な
り
ま
し
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
６
月
26

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
審
査

の
経
過
と
結
果
を
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

い
て

⑴　

三
次
地
区
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
市
全
体
の
活
性
化
を
焦
点
に
事

業
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
の
意

見
を
広
く
聴
取
で
き
る
手
段
を
構
築
し
、

事
業
に
反
映
で
き
る
取
組
と
さ
れ
た
い
。

⑵　

行
政
情
報
処
理
経
費
補
正
の
も
と
と

な
っ
た
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
自
庁
設

置
に
つ
い
て
、
将
来
を
見
据
え
て
ど
ん

な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
有
益
か
な
ど
、
今

後
も
調
査
研
究
を
重
ね
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
議
会
に
示
さ
れ
た
い
。

討
論
と
は
…
…

議
会
の
会
議
に
お
い
て
、
表
決
の
前

に
、
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
（
議

案
）
に
対
し
、
賛
成
か
反
対
か
の
自

分
の
意
見
を
表
明
し
、
意
見
の
異
な

る
相
手
を
自
分
の
意
見
に
同
調
さ
せ

よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
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　６月定例会では、１５名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については、会議録を製
本の後、議会事務局、各支所、三次市立図書館及び分館に常設します。
　また、三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）では会議録と本会
議の録画映像をご覧いただけます。
　なお、一問一答方式で一般質問を行っていますが、紙面の都合上まとめ
て記載しています。

市政を問う

HPアドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
　　　　　　　	市議会のページ	　	市議会議事録
　　　　　　　　　　　　　	　	　	三次市議会インターネット配信	

　
「
産
前
・
産
後
う
つ
」は
、
10
人
に
１
人
が

か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
予
防
の
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
や
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
産
前
・
産
後
の
ケ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や

デ
イ
ケ
ア
型
サ
ポ
ー
ト
、
宿
泊
サ
ポ
ー
ト
等

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

森
本
福
祉
保
健
部
長

　

産
前
・
産
後
う
つ
の
把
握
は
、
母
子
健
康

手
帳
交
付
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

時
に
把
握
し
て
い
る
。
産
後
ケ
ア
は
、
現
在

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

進
め
て
お
り
、
今
後
、
人
材
や
実
施
期
間
等

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
、
サ
ー
ビ
ス
運
用
体
制
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

国
の
要
綱
改
正
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
か

ら
、要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
補
助
金
の「
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
が
、
小
学
校
入

学
年
度
開
始
前
か
ら
の
補
助
が
可
能
に
な
っ

た
。

　

市
の
制
度
で
あ
る
準
要
保
護
に
お
い
て

も
、
補
助
対
象
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

松
村
教
育
長

　

準
要
保
護
世
帯
に
お
い
て
も
同
じ
時
期
に

補
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

学
校
や
民
生
児
童
委
員
を
始
め
、
関
係
部
局

と
十
分
連
携
し
、
申
請
の
手
続
き
の
流
れ
に

つ
い
て
整
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実
施
に

向
け
て
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

岡田美津子
公 明 党

平成29年６月定例会　一般質問

5 みよし市議会だより 第54号

質問１

質問２

答弁１

答弁２

妊
産
婦
の
産
前
・
産
後
の

サ
ポ
ー
ト
は

就
学
援
助
に
お
け
る
「
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
」
の
入
学
前
支

給
を
可
能
に
す
る
た
め
の
対
応
を

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
を
進
め
て
い
る

実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
く



　

３
月
に
も
指
摘
し
た
が
、「
妖
怪
博
物
館
」

建
設
に
係
る
詳
細
な
実
施
計
画
は
、
い
つ
市

民
に
示
さ
れ
る
の
か
。
同
時
に
、
わ
ず
か
９

行
の
収
支
計
画
書
は
、
あ
ま
り
に
も
ず
さ
ん

で
人
件
費
も
含
ま
な
い
赤
字
の
収
支
に
は
多

く
の
市
民
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
収
支
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
の
か
。「
妖

怪
博
物
館
」
建
設
の
是
非
を
条
例
で
定
め
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
で
市
民
の
意
見
を

聞
か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
が
。

　

浜
田
市
で
は「
歴
史
民
俗
資
料
館
」建
設
の

是
非
を
市
民
に
問
い
、
そ
の
結
果
、
事
業
自

体
を
中
止
し
て
い
る
。
多
く
の
市
民
の
反
対

す
る「
妖
怪
博
物
館
」建
設
は
、
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

中
村
政
策
部
長

　

収
支
計
画
は
、
市
内
の
公
共
施
設
の
実
績

等
を
勘
案
し
、
年
間
の
入
館
者
数
を
３
万
人

と
し
て
想
定
し
、
概
算
と
し
て
示
し
た
。
収

入
を
厳
し
く
見
積
も
っ
た
結
果
、
５
９
０
万

円
の
補
て
ん
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
経

済
効
果
と
し
て
拠
点
施
設
整
備
後
の
観
光
消

費
額
を
算
出
す
る
と
約
１
億
円
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。

増
田
市
長

　

三
次
地
区
で
は
、
三
次
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
会
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
、
市

全
域
で
は
、
市
内
３
会
場
に
お
い
て
説
明
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
全
市

的
な
視
点
か
ら
、
妖
怪
を
生
か
し
た
本
市
の

文
化
活
動
や
観
光
振
興
に
関
す
る
提
言
を
い

た
だ
く
た
め
の
市
民
委
員
会
を
設
置
し
、
議

論
を
開
始
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

７
月
か
ら
始
ま
る
地
域
づ
く
り
懇
談
会
で
も

お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

国
で
は
天
下
り
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
市
職
員
が
退
職
後
に
市
が

関
連
し
て
い
る
会
社
・
組
織
へ
再
就
職
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
会
社
等
は
、
経
営
手
腕

の
あ
る
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
。
内
部
昇

格
を
基
本
と
し
、
民
間
も
含
め
幅
広
い
人
選

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

落
田
総
務
部
長

　

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
法
人
で
あ
り
、
各
法

人
で
経
営
計
画
や
採
用
計
画
を
持
っ
て
お
ら

れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
必
要
な
人
材
を
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
確
保
さ
れ
る
中

で
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
元
市

職
員
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。

　

三
次
町
本
通
り
、
特
に
専
法
寺
か
ら
北
は

通
勤
等
の
車
の
交
通
量
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
に
よ
り
石
畳
の
傷
み
が
早
い
。

ま
た
整
備
後
の
交
通
渋
滞
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
博
物
館
事
業
と
一
体
的
に
交
通
渋

滞
緩
和
と
観
光
客
の
安
心
周
遊
の
た
め
、
側

溝
の
蓋
が
け
等
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

坂
本
建
設
部
長

　

側
溝
の
蓋
が
け
等
の
整
備
は
、
現
在
、
小

学
校
、
教
育
委
員
会
、
三
次
警
察
署
、
国
等

の
道
路
管
理
者
等
に
よ
る
三
次
市
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
点
検
を
基
に
、

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。「
三
次
ま
る
ご

と
博
物
館
事
業
」
に
関
係
す
る
側
溝
の
蓋
が

け
は
、
観
光
客
が
安
心
し
て
三
次
町
の
街
並

み
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
通
学
路

と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

弓掛　　元

吉岡広小路

三次志士の会

三次志士の会

傷みが激しい三次町の道路

区　分 金　額 摘　要

収入総額 １５，５００

　収入 １５，５００ 入館料　　　　　　　　　１２，５００
ミュージアムショップ等 ３，０００

区　分 金　額 摘　要

支出総額 ２１，４００

　維持管理費 １１，８００ 水道光熱費　　　　　　　　６，０００
委託料　　　　　　　　　　５，８００

　事業費 ９，６００ 資料保管・調査研究事業
２，０００

展示事業　　　　　 ３，８００
教育普及事業　　　　　　　１，５００
ミュージアムショップ事業 １，０００
地域等連携事業　　　　　　１，３００

（三次もののけミュージアム） 収支計画（概算）

収
入
の
部

支
出
の
部

（単位：千円）

収支計画概算
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質問１答弁１
「
妖
怪
博
物
館
」建
設
を

見
直
す
べ
き
だ
が

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
地
域
づ
く
り
懇
談

会
等
を
利
用
し
、
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
く

質問１

質問２

答弁１

答弁２

市
職
員
の
退
職
後
の
市
関
連
組

織
へ
の
再
就
職
を
問
う

三
次
地
区
拠
点
整
備
に
関
連
し

て
交
通
渋
滞
対
策
は

各
法
人
で
十
分
審
議
さ
れ
、
採

用
決
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る

通
学
路
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る



　

こ
の
事
業
は
、
し
っ
か
り
市
民
の
声
を
聴

い
て
い
た
だ
き
、
市
民
と
市
が
協
働
し
て
前

進
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
、
吉
舎

支
所
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
で
取
り
組
む

の
か
。

安
井
吉
舎
支
所
長

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
仮
称

で
は
あ
る
が
、「
吉
舎
町
よ
き
や
ど
り
検
討

委
員
会
」を
中
心
に
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、

町
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
議
論

い
た
だ
い
た
内
容
や
進
捗
状
況
等
は
、
広
報

み
よ
し
や
吉
舎
町
の
情
報
誌
「
ま
る
ご
と
き

ん
さ
い
」で
、
広
報
等
を
し
っ
か
り
行
う
。

　

公
共
施
設
等
の
管
理
・
運
営
体
制
に
関
す

る
基
本
方
針
で
「
公
共
施
設
包
括
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る
」
と
あ

る
が
、
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

　

来
年
度
か
ら
、
広
域
化
で
広
島
県
が
財
政

運
営
の
責
任
を
担
う
制
度
に
変
わ
る
。
保
険

料
は
安
く
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ

の
ま
ま
広
域
化
に
移
行
す
れ
ば
、
保
険
料
負

担
が
大
き
く
な
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

稲
倉
市
民
部
長

　

現
在
、
県
が
策
定
中
の
「
広
島
県
国
民
健

康
保
険
運
営
方
針
素
案
」
に
お
い
て
は
、
制

度
開
始
後
６
年
間
は
激
変
緩
和
期
間
が
設
け

ら
れ
、
国
の
財
政
支
援
の
拡
充
と
あ
わ
せ

て
、
こ
の
期
間
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
険
料

（
税
）引
き
下
げ
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
可

能
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
中

に
、
各
市
町
が
積
極
的
に
国
保
財
政
の
赤
字

削
減
、
解
消
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
て
お

り
、
医
療
費
通
知
等
の
医
療
費
適
正
化
事
業

や
重
複
・
頻
回
受
診
者
へ
の
訪
問
指
導
等
の

保
健
事
業
等
に
引
き
続
き
精
力
的
に
取
り
組

む
等
、保
険
給
付
費
の「
出
」の
部
分
を
抑
え
、

国
保
税
収
増
大
の
方
策
を
考
え
あ
わ
せ
て
、

国
保
運
営
を
安
定
さ
せ
る
取
組
が
必
要
と
な

る
。
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
が
よ
い
の

か
検
討
を
し
て
い
く
。

　

今
年
度
で
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
終
了
す

る
。
高
齢
と
後
継
者
不
足
で
農
業
者
は
減
少

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
認
定
農
業
者
や
集
落

法
人
に
つ
い
て
も
横
ば
い
の
状
況
で
、
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
る
た
め
に
、

市
独
自
の
施
策
の
考
え
は
あ
る
か
。

日
野
産
業
環
境
部
長

　

担
い
手
の
確
保
も
含
め
て
、
地
域
で
話
し

合
い
の
場
を
設
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
集
落
や
地
域

の
将
来
像
を
描
く「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
作

成
に
つ
い
て
要
望
の
あ
っ
た
地
域
に
出
向

き
、
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
。
今

後
も
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
の

話
し
合
い
に
参
加
し
て
、
持
続
可
能
な
地
域

農
業
の
確
立
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
、
と

も
に
考
え
て
い
き
た
い
。

部
谷
財
務
部
長

　

公
共
施
設
包
括
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
、
総
合
計
画
の
中
に
も
掲
げ
、
エ

レ
ベ
ー
タ
―
等
の
保
守
点
検
、
警
備
、
清
掃

等
と
い
っ
た
施
設
の
維
持
管
理
を
一
括
で
委

託
し
、管
理
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
度
も
見
積
り
等
を
取
っ
て
、

研
究
、
検
討
を
し
た
が
、
ま
だ
導
入
に
至
っ

た
施
設
は
な
い
。

伊藤　芳則

桑田　典章

日本共産党
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国
民
健
康
保
険
制
度
の
広
域
化
に

伴
う
保
険
料
負
担
へ
の
対
応
は

農
業
を
守
る
た
め
の
施
策
は

吉
舎
町
文
化
施
設
整
備
事
業
の

取
組
は

公
共
施
設
包
括
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

ど
の
よ
う
な
形
が
良
い
の
か

検
討
し
て
い
く

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
確
立
に

向
け
、
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い

町
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

研
究
、
検
討
し
て
い
る
が
、

ま
だ
導
入
に
至
っ
て
い
な
い



ポ
ー
ツ
施
設
、
観
光
施
設
の
対
策
を
健
康
被

害
の
観
点
で
早
期
実
現
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
ニ
コ
チ
ン
依
存
症

に
な
ら
な
い
た
め
の
受
動
喫
煙
防
止
教
育
の

強
化
を
求
む
。

森
本
福
祉
保
健
部
長

　

平
成
29
年
４
月
現
在
で
、
75
・
６
パ
ー
セ

ン
ト
の
実
施
状
況
で
あ
る
。
未
実
施
の
み
よ

し
運
動
公
園
等
の
集
客
施
設
は
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
来
ら
れ
る
た
め
、
敷
地
内
禁

煙
は
難
し
く
、
喫
煙
場
所
を
設
置
し
、
分
煙

で
対
応
し
て
い
る
。
喫
煙
場
所
が
、
受
動
喫

煙
が
発
生
す
る
箇
所
に
あ
る
場
合
は
、
効
果

的
な
設
置
場
所
を
施
設
管
理
者
と
協
議
を
し

て
い
く
。

松
村
教
育
長

　

学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
小
中
学
校
と
も

に
保
健
体
育
の
授
業
で
指
導
し
て
い
る
。
小

学
校
で
は
、
煙
に
は
健
康
に
害
の
あ
る
物
質

を
多
く
含
む
こ
と
、
未
成
年
の
喫
煙
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
、中
学
校
で
は
、

常
習
的
な
喫
煙
に
よ
り
病
気
に
か
か
り
や
す

く
な
る
こ
と
、
未
成
年
者
の
喫
煙
は
体
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
等
を
指
導
し
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
が
、
湖
南
市
を
モ
デ
ル
に
福

祉
課
、
教
育
委
員
会
の
壁
を
取
り
除
き
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
の
補
助
を

予
算
化
し
た
。
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
に
適
切

な
療
育
、
必
要
な
支
援
の
充
実
の
た
め
、
こ

の
補
助
事
業
を
利
用
し
、
発
達
障
害
児
支
援

シ
ス
テ
ム
構
築
の
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

松
村
教
育
長

　

本
市
で
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

が
作
ら
れ
た
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
等
を
基

に
、
学
校
に
お
い
て
、
個
別
の
指
導
計
画
や

個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
作
成
し
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
教
育
支
援
計
画
等
を
確
実
に
共

有
し
、
活
用
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
こ
の
補

助
金
等
を
活
用
で
き
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
検

討
し
て
い
く
。

　

市
内
公
共
施
設
敷
地
内
全
面
禁
煙
に
つ
い

て
、
平
成
29
年
度
内
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の

目
標
を
達
成
で
き
る
の
か
。
未
達
成
の
ス

　

三
江
線
代
替
バ
ス
の
運
行
に
代
わ
る
と
、

Ｊ
Ｒ
に
比
べ
、
通
学
費
用
が
高
額
に
な
る
と

想
定
さ
れ
る
。
全
市
的
に
バ
ス
通
学
に
対
す

る
補
助
の
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
三
次
青

陵
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
の
折
り
、
生
徒

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
か
ら
塩
町
駅
か
ら
三
次

駅
方
面
の
列
車
ダ
イ
ヤ
の
増
便
は
で
き
な
い

か
。

瀧
奥
地
域
振
興
部
長

　

代
替
バ
ス
の
料
金
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
関

係
機
関
の
費
用
負
担
等
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
現
時
点
で
回
答
で
き
る
段
階
で
は

な
い
。

　

通
学
に
係
る
料
金
負
担
の
軽
減
は
、
全
市

的
な
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。

　

塩
町
駅
か
ら
三
次
駅
方
面
へ
は
、
芸
備
線

及
び
福
塩
線
が
夕
方
４
時
40
分
以
降
６
便
あ

り
、
現
在
の
時
間
に
合
わ
せ
て
利
用
い
た
だ

き
た
い
。

　

３
割
を
超
え
る
返
戻
品
に
、
本
市
で
は
今

後
の
方
向
性
や
指
導
に
つ
い
て
取
扱
業
者
に

指
摘
し
た
事
例
が
あ
る
か
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を
通
じ
て

本
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
特
徴
的
な
目

的
を
持
っ
た
取
組
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

そ
の
取
組
や
お
礼
を
込
め
た
報
告
を
す
れ
ば

納
税
者
か
ら
支
持
を
頂
け
る
も
の
と
思
う
が
。

瀧
奥
地
域
振
興
部
長

　

総
務
省
か
ら
通
知
が
あ
り
、
改
善
に
向
け

た
準
備
を
し
て
い
る
。
商
品
券
は
廃
止
対
象

の
た
め
、
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
で
使
え
る
商
品

券
は
５
月
で
廃
止
し
、
高
額
で
転
売
の
可
能

性
が
あ
る
奥
田
元
宋
先
生
の
彩
版
画
も
見
直

し
の
対
象
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
告
、
三
次

市
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
や
展
示
会
等
、
市

外
の
方
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
。
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発
達
障
害
児
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
を

三
江
線
代
替
バ
ス
の

通
学
定
期
代
の
支
援
を

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の

方
向
性
は

三
次
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

今
後
は

個
別
の
教
育
支
援
計
画
等
を

共
有
し
、
活
用
し
て
い
く

料
金
は
全
市
的
な
観
点
か
ら
検
討

す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る

集
客
施
設
の
喫
煙
場
所
は
、

適
切
な
設
置
場
所
を
検
討
す
る

様
々
な
媒
体
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
追
加
等
を

行
っ
て
い
く



　

三
和
町
に
は
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓
広
島
支

部
が
あ
り
、
市
内
外
や
県
外
へ
本
市
を
宣
伝

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。さ
ら
に
町
内
に
は
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
新
米
み
わ
こ

ち
ゃ
ん
」
が
い
る
。
今
一
度
、
新
米
み
わ
こ

ち
ゃ
ん
を
活
用
し
て
観
光
対
策
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。

行
政
三
和
支
所
長

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
み
よ
し
健
康
福
祉
ま

つ
り
等
、
町
内
外
の
行
事
に
参
加
し
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
地
元

　

大
土
山
で
市
有
地
と
隣
接
す
る
甲
田
町
側

の
共
有
地
の
境
界
は
、
判
決
に
よ
り
確
定
し

た
が
、
本
市
と
安
芸
高
田
市
の
行
政
間
の
境

界
が
確
定
し
て
い
な
い
。

　

平
成
26
年
10
月
27
日
に
当
時
の
支
所
長
と

と
も
に
市
長
に
報
告
し
、
境
界
確
定
の
事
務

事
業
を
進
め
る
よ
う
求
め
た
。
そ
の
時
、
事

務
局
段
階
か
ら
事
業
を
進
め
る
と
確
認
し
て

い
る
が
、
現
在
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

伺
う
。

の
音
楽
家
の
協
力
を
得
て
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
も

で
き
、
三
和
小
学
校
４
年
生
が
Ｃ
Ｄ
に
吹
き

込
む
等
、ま
ち
づ
く
り
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
各
種
行
事
に
参
加
さ
れ
る
等
、
さ

ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。

　

人
工
内
耳
は
、
補
聴
器
で
は
装
用
効
果
の

な
い
重
度
の
聴
覚
障
害
を
持
つ
人
が
装
用
し

て
い
る
。
し
か
し
、
装
置
が
高
額
で
あ
り
、

保
護
者
負
担
が
大
き
い
。
人
工
内
耳
体
外
装

置
の
購
入
費
等
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

森
本
福
祉
保
健
部
長

　

厚
生
労
働
省
の
定
め
に
よ
り
、
医
療
機
器

に
該
当
し
、
医
療
保
険
制
度
の
適
用
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
修
理
不
能
と
な
る

前
の
買
い
替
え
等
、維
持
経
費
に
つ
い
て
は
、

医
療
保
険
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
補
装
具
費

支
給
制
度
で
は
、
支
給
対
象

品
目
に
含
ま
れ
ず
、
現
在
、

本
市
で
も
、
医
療
保
険
の
対

象
と
な
ら
な
い
人
工
内
耳
体

外
装
置
の
買
い
替
え
等
の
維

持
経
費
へ
の
助
成
は
行
っ
て

い
な
い
。
近
年
、
対
象
外
費

用
に
対
し
、
市
単
独
財
源
で

一
部
助
成
を
行
う
自
治
体
が

出
て
き
て
い
る
の
で
、
今

後
、
関
係
団
体
等
に
ご
意
見

を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

部
谷
財
務
部
長

　

当
初
は
、
座
標
点
が
裁
判
で
確
定
し
た
の

で
、
関
係
者
の
再
確
認
は
必
要
な
い
と
考
え

て
い
た
が
、
や
は
り
、
現
地
立
会
を
行
い
、

座
標
を
復
元
し
、
互
い
に
確
認
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
こ
の
復
元

作
業
に
は
数
千
万
円
の
経
費
が
か
か
る
見
込

み
で
あ
り
、
そ
の
費
用
負
担
も
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
等
を
検
討
し
て
お
り
、
現
在
実
施

に
至
っ
て
い
な
い
。

　

３
月
定
例
議
会
で
和
牛
の
里
創
造
事
業
の

補
助
対
象
月
齢
の
引
き
上
げ
を
提
案
し
た
。

検
討
す
る
と
答
弁
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
検

討
は
さ
れ
た
の
か
伺
う
。日

野
産
業
環
境
部
長

　

生
産
者
団
体
か
ら
の
聞
き
取
り
、
Ｊ
Ａ
、

県
等
の
関
係
機
関
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
畜

産
農
家
の
現
状
や
市
場
動
向
、
水
田
の
有
効

活
用
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、
経

営
多
角
化
の
推
進
の
観
点
、
導
入
年
齢
別
の

事
業
効
果
等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

対
象
と
な
る
放
牧
牛
の
年
齢
条
件
を
７
歳
未

満
か
ら
10
歳
未
満
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
決

定
し
、
今
年
度
か
ら
適
用
し
て
い
く
。

横光　春市

重信　好範

真　正　会

清　友　会

三和町のマスコットキャラクター
新米みわこちゃん

大土山山頂付近
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質問１

質問１

質問２

質問２

答弁１

答弁１

答弁２

答弁２

大
土
山
の
境
界
設
定
の

進
捗
状
況
は

観
光
対
策
と
し
て
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
は

和
牛
導
入
の
対
象
月
齢
を

引
き
上
げ
て
は
ど
う
か

人
工
内
耳
体
外
装
置
の

購
入
費
等
の
助
成
は

多
額
の
費
用
負
担
が
伴
う
た
め
、

現
在
実
施
に
至
っ
て
い
な
い

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
る

放
牧
牛
の
年
齢
条
件
を
10
歳
未
満

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
決
定
し
た

医
療
機
器
に
該
当
し
、
医
療
保
険

制
度
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る



　

君
田
町
の
神
野
瀬
川
上
流
に
あ
る
高
暮
ダ

ム
の
出
水
期
を
迎
え
て
の
操
作
管
理
に
つ
い

て
、
下
流
域
の
安
全
を
確
保
し
、
住
民
の
命

を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
、
協
議
確
認
を
ど
う

し
て
い
る

か
。
ダ
ム

決
壊
を
想

定
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、

ま
た
耐
久

性
の
調
査

を
行
う
必

要
が
あ
る

と
考
え
る

が
ど
う
か
。

落
田
総
務
部
長

　

中
国
電
力
が
主
催
す
る
ダ
ム
管
理
説
明
会

に
関
係
市
町
が
出
席
し
、協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ダ
ム
決
壊
を
し
た
と
き
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
よ
う
中
国
電
力
に

働
き
か
け
を
し
て
い
る
。耐
久
性
の
調
査
は
、

国
の
責
任
に
お
い
て
、
３
年
に
１
度
の
検
査

を
行
い
、
毎
年
ダ
ム
の
漏
水
量
や
変
異
等
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・
福
塩
線
の
対
策
協
議
会
が

設
置
さ
れ
、
存
続
に
向
け
て
イ
ベ
ン
ト
や
運

賃
に
対
し
、補
助
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、乗
客
数
は
減
少
を
続
け
て
い
る
。

魅
力
あ
る
補
助
事
業
等
、
更
な
る
取
組
が
必

要
で
あ
り
、
市
民
へ
の
啓
発
活
動
に
も
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。瀧

奥
地
域
振
興
部
長

　

福
塩
線
対
策
協
議
会
で
は
、
今
年
度
、
福

塩
線
音
頭
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
の
作
成

や
車
窓
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
等
、
魅
力

を
周
知
、
発
信
す
る
取
組
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
自
転
車
を
無
料
で
貸
し
出
す
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
夏
休
み
期
間
中
に
実
施

し
、
福
塩
線
沿
線
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
連
携

し
た
利
用
促
進
を
図
る
取
組
等
を
実
施
す

る
。

　

本
市
独
自
の
取
組
と
し
て
、
三
次
市
地
域

交
通
会
議
で
議
論
の
場
を
設
け
、
芸
備
線
と

　
「
観
光
地
域
づ
く
り
」の
舵
取
り
役
と
な
る

三
次
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
に
つ
い
て
、
現
在
の

取
組
状
況
、
体
制
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
組
織
づ
く
り
が
先
で
は

な
く
、
め
ざ
す
方
向
性
と
合
意
形
成
が
先
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
広
島
空
港
バ
ス
社
会
実

験
事
業
の
宣
伝
営
業
活
動
に
も
っ
と
力
を
入

れ
、
発
注
者
責
任
、
受
注
者
責
任
を
果
た
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

瀬
﨑
副
市
長

　

組
織
づ
く
り
に
は
、
中
核
的
な
人
材
が
必

要
で
あ
り
、
デ
ー
タ
収
集
、
分
析
能
力
、
関

係
者
間
の
調
整
能
力
等
、さ
ら
に
は
、ス
ト
ー

リ
ー
を
つ
く
り
、
観
光
資
源
に
付
加
価
値
を

付
け
て
販
売
す
る
と
い
っ
た
観
光
資
源
の
編

集
能
力
も
必
要
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
専

門
能
力
を
１
人
の
リ
ー
ダ
ー
に
全
て
頼
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
、
市
内
外
の
人
材
を
確
保

し
、
必
要
に
応
じ
て
部
分
的
に
業
務
委
託
等

も
行
っ
て
い
き
、
体
制
を
整
え
て
い
く
。

瀧
奥
地
域
振
興
部
長

　

広
島
空
港
バ
ス
の
宣
伝
営
業
活
動
は
、
広

報
み
よ
し
、
新
聞
折
り
込
み
、
春
秋
航
空
の

機
内
誌
、広
島
空
港
の
時
刻
表
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
空
港
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
で

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
行
事
業
者
に
お
い
て
は
自
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
の
ほ
か
、
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
を
利
用
し
た
広
域
移
動
を
勧
め
る
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、Ｐ
Ｒ
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

福
塩
線
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
支
援
制

度
、
補
助
金
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　

希
少
動
植
物
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
市

民
の
長
年
の
要
望
で
あ
る
保
護
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
、
市
行
政
と
し
て
前
向
き
に
考
え

る
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
た
。今
年
度
、

保
護
活
動
を
続
け
る
市
民
へ
の
聞
き
取
り
を

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
条
例
制
定

の
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

増
田
市
長

　

希
少
動
植
物
保
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

市
民
の
機
運
を
ど
う
高
め
て
い
く
か
が
課
題

と
と
ら
え
て
お
り
、
今
年
度
も
ど
の
よ
う
に

機
運
を
高
め
る
か
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　

条
例
制
定
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
方
の
ご
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
て

い
き
、
今
年
度
中
に
条
例
案
を
検
討
し
、
議

会
へ
提

出
し
て

い
き
た

い
。

山村惠美子

宍戸　　稔

清　友　会

清　友　会

巣立ち直前のブッポウソウ：作木町
（写真提供　田村眞司さん）
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質問２

質問１

質問２

答弁１

答弁２

答弁１

答弁２

観
光
振
興
の
取
組
状
況
は

地
域
交
通
を
担
う
Ｊ
Ｒ
線
の
存

続
へ
向
け
た
事
業
を
拡
大
し
、

市
民
へ
の
啓
発
に
も
力
を
入
れ

る
べ
き
で
は

市
の
鳥
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
等
の
希

少
動
植
物
の
保
護
条
例
制
定
を

ダ
ム
管
理
説
明
会
に
出
席
し
、

協
議
を
行
っ
て
い
る

市
内
外
の
人
材
を
確
保
し
、
必

要
に
応
じ
て
業
務
委
託
等
も
行

い
、
組
織
づ
く
り
を
し
て
い
く

三
次
市
地
域
交
通
会
議
で
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、
支
援
制
度

等
を
検
討
す
る

今
年
度
中
に
条
例
案
を
検
討
し
、

議
会
へ
提
出
し
て
い
き
た
い

質問１

出
水
期
の
ダ
ム
管
理
は
ど
の
よ

う
に
協
議
確
認
し
て
い
る
の
か



　

放
射
線
被
ば
く
と
言
え
ば
、
広
島
・
長
崎

の
原
爆
被
ば
く
や
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
能
汚
染
を
思
い
出
す
が
、
私
た
ち
の

身
近
な
と
こ
ろ
に
も
医
療
被
ば
く
が
あ
る
。

　

全
国
11
番
目
、
県
内
で
は
市
立
三
次
中
央

病
院
だ
け
が「
被
ば
く
低
減
施
設
」に
認
定
さ

れ
て
お
り
、「
放
射
線
被
ば
く
相
談
員
」の
配

置
、「
レ
ン
ト
ゲ
ン
手
帳
」の
配
付
の
取
組
等

を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
も
っ

と
広
く
市
民
へ
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

池
本
市
民
病
院
部
事
務
部
長

　

現
在
、
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
病
院
の

広
報
紙
に
掲
載
し
て
、
情
報
発
信
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
院
内
に
お
い
て
も
、
放
射
線
科

に
情
報
を
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
、
周

知
を
し
て
い
く
。

増
田
市
長

　

市
民
に
啓
発
す
る
こ
と
は
、
行
政
と
し
て

の
責
務
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
節
々
で
Ｐ

Ｒ
、
啓
発
に
尽
く
し
て
い
く
。

　

今
年
３
月
、
東
京
五
輪
の
食
材
調
達
基
準

が
示
さ
れ
た
。
示
さ
れ
た
中
に
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」

の
認
証
食
材
と
あ
る
が
、
事
前
合
宿
の
誘
致

に
成
功
し
て
も
、
食
材
で
問
題
が
発
生
し
な

い
か
。

日
野
産
業
環
境
部
長

　

事
前
合
宿
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
は
不
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
に
は
、
認
証
の
取
得

経
費
、
指
導
体
制
、
制
度
の
十
分
な
認
識
・

理
解
等
の
課
題
が
あ
り
、
先
ず
は
、
農
業
関

係
団
体
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

保実　　治
清　友　会

市立三次中央病院

　

２※

０
２
５
年
問
題
の
波
が
医
療
機
関
に
も

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
始
め
て
い
る
状
況
が
、
地

方
に
お
い
て
も
近
隣
の
市
町
で
も
伺
え
る
。

そ
れ
は
医
療
従
事
者
の
人
員
不
足
、
高
齢
化

や
後
継
者
難
等
に
よ
り
廃
業
や
撤
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
医
療
機
関
が
出
始
め
て
い
る
。

　

将
来
的
な
医
療
水
準
の
堅
持
の
た
め
に

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
更
な
る
情

報
共
有
が
求
め
ら
れ
る
。
公
的
医
療
機
関
と

開
業
医
に
大
別
す
る
の
で
は
な
く
、
行
政
が

一
体
的
な
施
策
と
し
て
積
極
的
に
関
与
し
、

将
来
に
備
え
た
制
度
設
計
を
構
築
し
て
地
域

医
療
を
関
係
機
関
と
一
緒
に
守
っ
て
い
く
責

務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。森

本
福
祉
保
健
部
長

　

医
療
機
関
の
廃
業
等
は
、
い
ろ
い
ろ
な
要

因
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
中
で
、
ど
の

部
分
か
ら
整
理
し
て
い
く
の
か
、
三
次
地
区

医
師
会
等
と
し
っ
か
り
意
見
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
研
究
し
て
い
く
。

増
田
市
長

　

周
辺
地
域
の
医
療
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て

い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

現
在
、
開
業
医
の
医
師
会
と
市
立
三
次
中

央
病
院
と
の
連
携
、
紹
介
制
度
と
逆
紹
介
制

度
を
構
築
し
て
お
り
、
良
好
な
関
係
を
持
っ

て
い
る
。
後
継
者
等
の
問
題
も
こ
の
制
度
が

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
れ
ば
、
少
し
和
ら
ぐ

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
の
将
来
に
つ
い
て
は
、

広
島
県
が
進
め
て
い
る「
ふ
る
さ
と
枠
」で
医

師
が
地
方
に
派
遣
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、
こ

の
制
度
が
地
域
医
療
に
大
き
く
影
響
を
し
て

く
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く

る
医
師
が
、
将
来
、
ど
れ
だ
け
地
域
医
療
に

携
わ
り
、
努
力
を
し
て
く
れ
る
か
。
こ
の
制

度
が
う
ま
く
機
能
し
て
く
れ
れ
ば
、
地
域
医

療
の
課
題
が
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
く
と
考

え
る
。

※
２
０
２
５
年
問
題
…
約
８
０
０
万
人
い
る

と
さ
れ
る
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に

な
り
、
超
高
齢
化
社
会
へ
突
入
す
る
問
題
。

福岡　誠志
と　も　え

三次市内診療所医師（公的機関除く）の世代別年齢グラフ
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質問１

質問２ 答弁１答弁２

医
療
被
ば
く
を
減
ら
す
取
組
に

つ
い
て
広
く
周
知
を

農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

認
証
へ
の
取
組
は

節
々
で
Ｐ
Ｒ
、
啓
発
に
尽
く
し

て
い
く

現
在
、
事
前
合
宿
に
は
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
は
不
要
と
認
識
し
て
い
る

質問１答弁１

将
来
的
な
医
療
水
準
の
堅
持
を

三
次
地
区
医
師
会
等
と
し
っ
か

り
意
見
交
換
を
し
、
研
究
し
て

い
く



大森　俊和

竹原　孝剛

市民クラブ

市民クラブ

　

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
縮
減
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
改
善
を
さ
れ
た
の
か
現
状
を
伺

う
。

　

ま
た
、
教
職
員
の「
過
労
死
ラ
イ
ン
」で
あ

る
週
60
時
間
以
上
勤
務
の
文
部
科
学
省
の
実

態
調
査
を
受
け
、
市
内
小
中
学
校
教
職
員
の

休
日
出
勤
に
つ
い
て
、
記
録
デ
ー
タ
で
は
ほ

ぼ
出
勤
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。
基
本

的
人
権
の
平
等
権
、
自
由
権
、
社
会
権
、
政

治
的
基
本
権
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
権
利
は

国
民
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
中
で
取
組
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
遅
れ
て

い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
実
現
に
向
け
、
市
行
政
の
方
針
は
ど

う
か
。
正
し
く
認
識
す
る
た
め
の
啓
発
、
相

松
村
教
育
長

　

土
曜
日
、
日
曜
日
に
登
校
し
て
仕
事
を
す

る
場
合
、
学
校
で
は
業
務
改
善
の
一
環
と
し

て
、
事
前
に
管
理
職
に
届
出
を
さ
せ
、
必
要

か
ど
う
か
を
判
断
し
、
許
可
し
て
い
る
学
校

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
分
の
健
康
を
維
持

す
る
取
組
を
管
理
職
研
修
会
で
も
指
導
し
て

お
り
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　

粟
屋
町
に
あ
る
県
北
に
唯
一
存
在
す
る
食

肉
加
工
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
企
業
が
撤
退

す
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
内
業
者
は
、
広
島

市
等
か
ら
食
肉
を
搬
入
す
る
と
い
う
事
に
な

れ
ば
、
経
費
が
か
さ
み
市
民
に
割
高
な
食
肉

を
販
売
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
市
と
し
て

対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。日

野
産
業
環
境
部
長

　

運
営
企
業
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
と
畜
業

務
は
年
度
末
で
終
了
さ
れ
る
方
針
で
、
枝
肉

カ
ッ
ト
の
加
工
業
務
は
当
面
存
続
さ
れ
る
と

確
認
し
て
い
る
。

　

市
は
、
利
用
者
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
配
慮
を
求
め
て
お
り
、
運
営
企
業
が
利
用

者
の
事
業
継
続
に
つ
な
が
る
よ
う
、
一
定
の

配
慮
を
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
県

内
店
舗
に
卸
す
枝
肉
も
従
前
と
同
様
の
対
応

を
さ
れ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

談
支
援
窓
口
の
設
置
、
職
員
研
修
、
総
合
計

画
へ
の
位
置
づ
け
、
諸
施
策
へ
の
反
映
等
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
学
校
教

育
の
中
で
実
態
の
把
握
、
教
職
員
の
研
修
、

学
校
生
活
の
改
善
等
が
提
言
さ
れ
て
い
る
が

ど
う
か
。

瀧
奥
地
域
振
興
部
長

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
）に
つ

い
て
は
、
性
的
指
向
に
よ
る
差
別
禁
止
等
、

国
際
的
な
動
き
が
進
ん
で
い
る
。本
市
で
は
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
正
し
い
理
解
を
広
く
深
め
る

取
組
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
め
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
解
消
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
推
進

し
て
い
く
。

松
村
教
育
長

　

児
童
生
徒
に
限
ら
ず
、
教
職
員
に
つ
い
て

も
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
て
、
そ
の
心
情
等

に
配
慮
し
た
対
応
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。

　

学
習
指
導
要
領
に
は
具
体
的
な
指
示
は
な

い
が
、
人
権
教
育
は
全
て
の
学
校
に
お
い
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
も
含

ま
れ
る
と
捉
え
て
い
る
。教
職
員
の
研
修
は
、

平
成
28
年
７
月
に
文
部
科
学
省
が
作
成
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
、
校
内
研
修
等
で

活
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

粟屋小学校
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質問１

質問１

質問２ 答弁１

答弁１

答弁２

教
育
現
場
の
勤
務
実
態
は

三
次
市
人
権
施
策
推
進
の

取
組
は

食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
の

撤
退
へ
の
対
応
は

学
校
で
は
事
前
に
管
理
職
の

許
可
を
得
る
取
組
を
し
て
い
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
解
消
に
向
け
た
啓
発
活
動

を
推
進
す
る

利
用
者
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う

運
営
企
業
に
配
慮
を
求
め
て
い
る



市
政
を
問
う

そ
の
他
の

質  
問

 

岡
田 

議
員

外
見
で
は
わ
か
ら
な
い
障
害
を
持
つ
方

が
、
援
助
や
支
援
、
配
慮
が
得
ら
れ
や

す
く
な
る
よ
う
に
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」の
導
入
が
で
き
な
い

か
。

普
及
啓
発
の
取
組
は
、
市
単
独
で
は
限

界
が
あ
る
た
め
、
広
島
県
や
県
内
市
町

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

弓
掛 

議
員

北
朝
鮮
か
ら
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ

れ
た
場
合
の
市
の
対
応
は
。

本
市
で
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
を
音

声
告
知
放
送
と
エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
し
て

配
信
す
る
防
災
一
斉
メ
ー
ル
に
連
携
さ

せ
て
お
り
、
入
電
の
際
に
即
時
に
情
報

提
供
す
る
。

 

吉
岡 

議
員

市
立
三
次
中
央
病
院
の
テ
レ
ビ
床
頭
台

等
の
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
係
る
調
査
に

つ
い
て
、
第
三
者
委
員
会
で
の
真
相
究

明
は
。

３
月
定
例
会
で
調
査
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
三
次
市
行
政
と
し
て

は
、
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り

反
省
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
行
政
運
営

を
し
て
い
く
。
第
三
者
委
員
会
の
設
置

は
、執
行
部
の
方
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 
伊
藤 

議
員

建
設
工
事
入
札
で
、
抽
選
が
多
い
と
受

注
業
者
が
偏
っ
て
仕
事
が
行
き
渡
ら
な

い
状
況
と
な
り
業
者
の
存
続
に
影
響
す

る
。
対
策
は
あ
る
の
か
。

最
低
制
限
価
格
に
よ
る
抽
選
が
増
え
て

い
る
が
、
地
方
自
治
法
施
行
令
に
落
札

額
が
同
額
の
場
合
は
く
じ
に
よ
り
決
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
行
制
度

の
変
更
は
難
し
い
。

 

桑
田 

議
員

三
次
市
で
聖
火
リ
レ
ー
を
走
っ
て
も
ら

う
よ
う
要
望
し
て
は
。

聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
は
、
都
道
府
県

で
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
検
討
が
進

め
ら
れ
る
。
要
望
を
、
広
島
県
、
国
の

機
関
等
に
、
議
会
と
一
体
性
を
持
っ
て

強
く
求
め
て
い
く
。

 

齊
木 

議
員

尾
関
山
公
園
の
老
朽
化
し
た
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
回
復
方
策
、
植
え
方
の
指
導
等

の
植
生
管
理
計
画
の
取
組
は
。

老
朽
化
し
た
桜
の
回
復
は
、
管
理
基
本

方
針
を
定
め
、
植
栽
間
隔
等
の
育
成
管

理
を
行
っ
て
い
く
。
今
年
度
、
市
民
参

加
型
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
樹
木
医
の

指
導
も
受
け
な
が
ら
、
植
樹
等
の
取
組

を
実
施
し
て
い
く
。

 

横
光 

議
員

三
和
町
の
よ
う
な
遠
隔
地
か
ら
高
校
へ

通
学
す
る
バ
ス
便
が
、
登
校
時
し
か
利

用
で
き
な
い
。
中
学
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
さ
れ
た
が
、検
討
の
進
捗
状
況
は
。

ク
ラ
ブ
活
動
を
終
え
た
学
生
が
利
用
し

や
す
い
交
通
手
段
と
な
る
よ
う
運
行
事

業
者
と
運
行
ダ
イ
ヤ
や
ル
ー
ト
の
変
更

を
検
討
し
て
い
る
。

 

重
信 

議
員

こ
ど
も
１
１
０
番
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
各

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
作
成
を
さ
れ
て
い
る
が
、
市

が
統
一
の
も
の
を
作
成
し
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
配
付
し
て
は
ど
う
か
。

今
後
、
各
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
し
て

い
く
。

 

山
村 

議
員

コ
コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
は
、
市
民
に
広
く
認
識
し

て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
、
地
域

課
題
の
解
決
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
が
求
め
て

い
る
活
動
に
参
加
が
望
ま
れ
る
こ
と
は

当
然
で
あ
り
、
積
極
的
な
参
加
に
つ
い

て
助
言
を
行
い
た
い
。

 

宍
戸 

議
員

市
費
教
員
で
担
任
を
持
た
れ
て
い
る
が
、

こ
の
担
任
の
位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

各
学
校
の
校
長
が
、
学
校
や
児
童
の
実

態
等
に
鑑
み
て
、
担
任
や
２
名
体
制
で

の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
、
一

番
効
果
的
な
形
で
実
施
し
て
い
る
。

 

保
実 

議
員

無
年
金
者
救
済
に
関
す
る
国
民
年
金
法

の
改
正
法
が
昨
年
11
月
に
成
立
し
、
受

給
資
格
者
に
年
金
請
求
書
、
手
続
き
の

案
内
等
の
書
類
が
届
い
て
い
る
が
、
手

続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
ど
う
な
る
の

か
。

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
受
給
権

が
発
生
し
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
る
。
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各会派の政務活動報告

 
福
岡 

議
員

投
票
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

本
年
２
月
か
ら
対
象
地
域
に
出
向
き
、

地
元
と
協
議
や
説
明
会
等
を
行
い
、
皆

様
か
ら
交
通
手
段
の
確
保
等
の
ご
意
見

も
い
た
だ
き
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

 

大
森 

議
員

三
江
線
廃
止
後
の
跡
地
利
用
を
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

粟
屋
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
及
び
三
江
線

沿
線
関
係
の
５
つ
の
常
会
か
ら
、
三
江

線
廃
止
後
の
跡
地
利
用
に
関
す
る
要
望

書
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
将
来
の
不
安
や
要
望
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
Ｊ
Ｒ
や
広
島
県
と
協
議
を

進
め
て
い
く
。

 

竹
原 

議
員

「
三
次
市
子
ど
も
の
未
来
応
援
宣
言
」策

定
は
、子
ど
も
の
実
態
調
査
を
把
握
し
、

ど
こ
に
何
が
必
要
な
の
か
を
施
策
に
生

か
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

具
体
的
施
策
は
、
今
後
、
宣
言
と
あ
わ

せ
て
、
妊
娠
期
、
乳
幼
児
期
か
ら
段
階

別
支
援
計
画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、

市
民
会
議
や
議
会
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　本市では、「三次市議会政務活動費の交付に関する条例」により、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な
経費の一部として、議員１人当たり月額30,000円を会派（所属議員が１人の場合も含む。）に対して交付しています。

◉使途基準
調 査 研 究 費……市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
研 修 費……研修会を開催するために必要な経費及び団体等が開催する研修会の参加に要する経費
広 報 費……会派が行う活動及び市政について市民に報告するために要する経費
広 聴 費……市民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、相談等の活動に要する経費
要請・陳情活動費……要請・陳情活動を行うために必要な経費
会 議 費……各種会議に要する経費及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派としての参加に要する経費
資 料 作 成 費……資料の作成に要する経費
資 料 購 入 費……必要な図書、資料等の購入に要する経費
人 件 費……活動を補助する職員を雇用する経費
事 務 所 費……必要な事務所の設置及び管理に要する経費

※すべての費目について、支出を証明する領収書等が添付されています。閲覧を希望される方は議会事務局までご連絡ください。

会　　　派 真正会
（７人）

清友会
（５人）

ともえ
（４人）

市民クラブ
（３人）

公明党
（２人）

三次志士の会
（２人）

日本共産党
三次市会議員団

（１人）
交　付　額 2,310,000 1,650,000 1,320,000 990,000 660,000 660,000 330,000
執行額　計 2,418,959 1,939,426 1,798,753 673,536 820,915 637,326 93,296

内　
　
　
　
訳

調 査 研 究 費 1,186,486 778,314 404,890 297,358 235,328 17,820 17,820
研 修 費 263,326 639,785 17,042 5,000 351,122 209,191 0
広 報 費 0 21,400 485,190 7,122 0 75,796 0
広 聴 費 108,890 18,954 52,143 39,139 14,580 27,974 0
要請・陳情活動費 443,258 0 382,718 0 82,140 153,535 0
会 議 費 73,000 52,400 67,000 26,000 3,000 0 0
資 料 作 成 費 16,988 38,568 56,247 39,709 3,860 7,829 0
資 料 購 入 費 325,690 340,880 109,997 138,287 130,885 145,181 43,076
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 1,321 49,125 223,526 120,921 0 0 32,400
差引返還額 0 0 0 316,464 0 22,674 236,704

会　　　派 真正会
（８人）

清友会
（６人）

市民クラブ
（４人）

ともえ
（４人）

公明党
（２人）

日本共産党
三次市会議員団

（１人）
三次志士の会

（１人）
交　付　額 240,000 180,000 120,000 120,000 60,000 30,000 30,000
執行額　計 18,846 43,287 123,572 61,652 3,240 0 19,548

内　
　
　
　
訳

調 査 研 究 費 17,003 8,925 14,403 11,508 3,240 0 648
研 修 費 0 0 0 0 0 0 0
広 報 費 0 0 0 0 0 0 0
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0
会 議 費 0 3,000 6,000 0 0 0 0
資 料 作 成 費 0 2,272 4,355 11,351 0 0 0
資 料 購 入 費 0 0 90,404 0 0 0 18,900
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 1,843 29,090 8,410 0 0 0 0
差引返還額 221,154 136,713 0 58,348 56,760 30,000 10,452

平成28年度支出状況  （議員数：24人）（平成28年５月〜平成29年３月分）

平成28年度支出状況  （議員数：26人）（平成28年４月分）

（単位：円）

（単位：円）
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　市議会では、三次市議会基本条例第７条の規定に基づき、議会報告・懇談会を実施して
いますが、この度、次の２点を目的として高校生と意見交換会を行いました。

1 市政に対する意見・提言
　これからの三次市を支えていく、そし
て未来に限りない可能性を秘めている高
校生との意見交換を行うことにより、新
しい発想や意見等を聴取できると捉えて
います。

2 政治（議会）に対する理解・関心
　選挙権年齢が満18歳に引き下げられ、選挙に参加できるよう
になりましたが、高校生にとっては、議会や議員が何をしている
のかわからないため、関心が持てず、距離を遠く感じているかも
しれません。議会や議員に対する理解を深めていただくとともに、
身近に感じていただき、議会や議員への距離を少しでも縮めても
らうことを目的としています。

三次青陵高等学校
６月５日（月）

日彰館高等学校
７月11日（火）

三次高等学校
７月20日（木）

【意見交換で出された意見】
●ＪＲ福塩線の便数を増やしてほしい。
●妖怪博物館の建設費用の元をとるには何年かかるのか。

【意見交換で出された意見】
●18歳になり選挙に行くまでにどのようなことを学んでおけばよいか。また、どのような有権者となればよいか。
●妖怪博物館の12億円の建設費用は、全て市の税金で賄うのか。また、「税金の無駄遣いをチェックする」とあっ

たが、どのようなことが無駄遣いなのか。
●議案が提案されて採決されるまでどのくらいの期間がかかるのか。

　高校生との意見交換会を実施して感じたことは、自分なりに日常生活で課題や問題を感じ、それをどうにかし
たいと思っていることに感銘を受けました。
　反省としては、専門的な言葉が多くわかりにくかったこと、もっと意見交換の時間を長く設けて、いろんな意
見を伺えれば良かったと思っています。
　聴かせていただいた多くの意見を今後の議会活動に活かしていきます。　　　　　　　（委員長　齊木　享）　

タブレットを導入しました
　議会では、本年４月から第３次三次市行財政改革推進計
画の議案等のデータ配布の推進に基づき、タブレットを導
入しました。
　これにより、各種通知、議案等をデータで確認すること
ができ、業務の効率化と改善を図っています。また、議員
間等の情報共有の迅速化、地域住民への説明等の様々な議
員活動や議会、委員会の会議にも活用していきます。

　２年生を対象に議会・議員の
活動について説明を行い、その
後、意見交換を行いました。

　全校生徒を対象に議会・議員
の活動について説明を行い、そ
の後、意見交換を行いました。

　総合的な学習の時間「地域課題探究活動発表会」に参加
し、三次の課題に対し、「人づくり」「くらしづくり」「仕
事づくり」「環境づくり」「しくみづくり」について探究活
動の発表を聴かせていただき、その発表者と意見を交わし
ました。

高校生と意見交換会を行いました高校生と意見交換会を行いました
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５月10日　京都府舞鶴市（ごみの減量化について）
５月18日　香川県観音寺市
　　　　　（議会だよりの編集、議会報告会について）
６月21日　宮城県東松島市（議会運営、議会改革について）
７月 5 日　広島県（タブレット導入について）
７月13日　広島県安芸高田市（㈲ブルーリバーの取組について）
７月19日　大阪府枚方市
　　　　　（三次町の歴みちを生かした観光施策について）

茨城県稲敷市（定住、田舎暮らしについて）
７月24日　広島県世羅町（ごみ収集運搬事業について）

　この時期は、お中元や地域のお祭りなど何かと贈り物をする機
会が多いですが、政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることは
公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄附や
贈り物を求めることも禁止されています。寄附禁止のルールを
守って、明るい選挙を実現しましょう。

三ない
運動

◦寄附を政治家は贈らない！
◦寄附を有権者は求めない！
◦寄附を政治家から受け取らない！

行政視察受入状況

議会のうごき

あ 

と 

が 

き

　議会の本会議は、どなたでも傍聴することができます。傍
聴される方は、当日傍聴席の入口で傍聴券を受け取って入場
してください。車イスを利用される方のスペースや集団補聴シ
ステム（磁気ループ）が整備されていますのでご利用ください。
　なお、傍聴席（30席）が満席となった場合は、入場を制限し
ますのでご了承ください。

　市政についての意見や要望を直接市議会に提出する制度
で、議員の紹介のあるものを請願、ないものを陳情と言い、
どなたでも提出することができます。

　ケーブルテレビにより本会議・予算決算常任委員会の生放
送と当日の夜７時から本会議の再放送をしています。
　また、市議会のホームページにおいて本会議の模様をイン
ターネット配信しています。ぜひご覧ください。

議会を傍聴してみませんか

請願・陳情の提出は、9月6日㈬午後５時まで

議会中継をご覧ください

　浅野長治公は、三次の町が見下ろせるこ
の地に葬られました。その昔は朱塗りの墓
舎があり、碑面の文字は金泥で染め出し、
50基の石灯籠が並んでいたといいます。現
在の石灯籠は平成13年に地元の有志や企業
が108個寄進したものです。墓碑には「従五
位下浅野氏故因州太守源長治公碑」と刻んで
あります。　　　　　　　　　（弓掛　元）

「浅野長治公墓所」

2017（平成29）年
５月１日～７月31日

19日　議会運営委員会、会派経理責任者会議、
広報広聴常任委員会

23日　全員協議会

9月8日金に
開会する予定です。

次期
定例会
は

　７月から内容等を変更し、毎月１回、ケーブルテレビの
「あっちこっち三次」に議員が出演し、各委員会の報告等を
行っています。

　無料アプリ「マチイロ」を利用して、みよし市議会だよりを
ご覧いただくことができます。
　詳しくは市議会ホームページの「みよし市議会だより」の
ページをご覧ください。

市議会トピックス（旧：市議会だよりテレビ早刷り版）
をご覧ください

無料アプリ「マチイロ」版の議会だよりについて

TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110
Eメールアドレス／gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

お問い合わせは　議会事務局へ

三次町

 2日　備北地区消防組合臨時議会
 5日　三次青陵高等学校意見交換会
 6日　議会運営委員会、正副委員長会議、総務常任委員会
19日　議会運営委員会
20日　６月定例会本会議、広報広聴常任委員会
21日〜23日　本会議（一般質問）
22日　議会運営委員会
26日　総務常任委員会、教育民生常任委員会、

産業建設常任委員会
28日　予算決算常任委員会
30日　議会運営委員会、本会議

11日　日彰館高等学校意見交換会、議会改革推進特別委員会
20日　三次高等学校意見交換会
24日　地域公共交通調査特別委員会、広報広聴常任委員会
28日　広報広聴常任委員会

政治家の寄附は禁止
有権者が求めることも禁止されています


